
町
制
施
行
�
周
年
記
念
事
業

今
年
一
年
の
安
全
を
祈
願
す
る

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員

「
祝
い
膳
」で
子
供
た
ち
の
成
長
を
祝
う

令
和
２
年
消
防
出
初
め
式

学
校
や
教
職
員
の
優
れ
た
取
組
に
表
彰

　

１
月
19
日
、
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
町

制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
「
小
学
校
６
年

生
の
成
長
を
祝
い
膳
で
お
祝
い
す
る
会
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
３
小
学
校
の
６
年
生

24
人
と
料
理
ク
ラ
ブ
の
方
々
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
60
周
年
が
人
に
な

ぞ
ら
え
る
と
還
暦
で
あ
り
、
ま
た
、
昔
の

数
え
年
13
歳
は
、
男
子
が
「
元
服
」
女
子

が
「
髪
上
げ
の
儀
式
」
な
ど
大
人
の
仲
間

入
り
を
す
る
節
目
の
年
齢
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
食
文
化
で
あ
る
「
祝
い
膳
」

で
小
学
６
年
生
の
成
長
を
と
も
に
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
令

和
２
年
の
「
消
防
出
初
め
式
」
が
行
わ
れ
、

消
防
団
員
や
女
性
消
防
班
、
関
係
者
な
ど

約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
消
防
出
初
め

式
と
は
、
消
防
関
係
者
に
よ
る
仕
事
始
め

の
行
事
の
こ
と
で
、
毎
年
同
時
期
に
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
の
前
半
に
行
わ
れ
た
無
火
災
祈
願
祭

で
は
、
菅
家
町
長
と
目
黒
邦
友
消
防
団
長

が
玉
串
を
奉
て
ん
し
、
出
席
者
全
員
で
今

年
一
年
の
無
火
災
や
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
長
と
団
長
か
ら
訓
示
が

あ
り
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
決
意
を
新
た

に
、
地
域
防
災
・
防
火
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、今
年
度「
文
部
科
学
大
臣
優

秀
教
職
員
」
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
朝
日

小
学
校（
代
表
し
て
米
畑
校
長
が
来
庁
）と

只
見
中
学
校
の
梁
取
勝
伸
主
査
が
役
場
を

訪
れ
、菅
家
町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し

た
。同
表
彰
は
、学
校
教
育
活
動
全
般
に
お

い
て
特
に
優
れ
た
取
組
を
行
っ
た
教
職
員

や
団
体
が
対
象
と
な
り
、今
年
度
、郡
内
か

ら
は
３
名（
校
）が
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

朝
日
小
学
校
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
海
洋
教
育
）の

先
駆
け
と
し
て
「
只
見
愛
」
を
育
む
教
育

を
実
践
し
て
い
る
点
が
、
梁
取
主
査
は
郡

内
事
務
職
員
の
指
導
に
尽
力
し
て
い
る
点

が
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

▲交流をしながら祝い膳を味わった児童たち

▲参加した皆さん

▲地域の安全のため、決意を新たにした団員の皆さん

▲報告に訪れた朝日小学校 米畑校長（中右）と
　只見中学校 梁取主査（中左）

　

今
回
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
30
年
代

の
後
半
ま
で
、
町
内
で
も
年
越
し
や
結
納

な
ど
の
席
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
「
祝
い
膳
」

で
す
。
児
童
た
ち
が
明
和
地
区
の
料
理
ク

ラ
ブ
「
御ご

器き

ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
調
理
を
行
い
、「
お
平
」

（
串
魚
や
野
菜
等
、
７
種
類
の
具
材
が
入

っ
た
煮
物
）
を
は
じ
め
と
す
る
７
品
の
祝

い
膳
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、「
美
味
し
か
っ

た
」「
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、「
祝
い
膳
」
を
実
際
に
調

理
し
、
食
す
こ
と
で
地
域
の
食
文
化
を
肌

で
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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福
島
県
教
職
員
研
究
論
文

１
月
㉖
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

児
童
・
生
徒
が
想
い
を
発
表

只
見
小
と
朝
日
小
が
入
選

成
法
寺
で
消
火
訓
練
を
実
施

「
第
㉞
回
青
少
年
健
全
育
成
主
張
大
会
」

　

１
月
23
日
、
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
「
福
島
県
教
職
員
研
究
論
文
」
の
表
彰

式
が
役
場
で
行
わ
れ
、
只
見
小
学
校
と
朝

日
小
学
校
が
「
入
選
」
作
品
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
教
職
員
の
自

主
的
な
研
究
を
奨
励
し
、
研
修
意
欲
や
専

門
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

只
見
小
は
町
内
の
自
然
を
活
か
し
た
体

験
活
動
を
行
い
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
海
洋
教
育
）に

結
び
付
け
た
点
が
、
朝
日
小
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で

育
み
た
い
能
力
・
態
度
の
育
成
を
様
々
な

教
科
で
実
践
し
た
点
が
そ
れ
ぞ
れ
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
南
会
津
教
育
事
務
所
の
石
本

浩
一
所
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
月
26
日
、「
第
66
回
文
化
財
防
火
デ
ー」

に
よ
る
消
火
訓
練
が
町
内
で
行
わ
れ
、
只

見
町
消
防
団
を
は
じ
め
関
係
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
毎
年
１
月
26
日
は
、
国
民
の
文

化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
町

で
も
２
年
に
１
回
、
消
火
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
成

法
寺
観
音
堂
を
会
場
に
、
１
１
９
番
通
報

や
初
期
消
火
、
文
化
財
の
搬
出
な
ど
、
一

連
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
旧
五
十
嵐
家
住
宅
、

県
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
長
谷
部
家
住
宅

（
叶
津
番
所
）を
加
え
た
計
３
ヶ
所
で
防
火

査
察
を
行
い
、
防
火
の
管
理
状
況
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、「
第
34
回
青
少
年
健
全
育
成

主
張
大
会
」
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ

れ
、
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

主
張
大
会
で
は
、小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
か
ら
各
３
名
が
、
学
校
で
の
経
験
や
只

見
町
へ
の
提
言
、社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て

様
々
な
想
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
各
発
表

に
対
し
て
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
、
最
後
に
明
和
小
学
校
の
穴
澤
校
長

か
ら
「
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
を
よ
く
見
つ

め
、
信
念
を
力
強
く
発
表
し
た
素
晴
ら
し

い
内
容
で
し
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
第
31
回
青
少
年
健
全
育
成
標

語
入
賞
者
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲石本所長（左）から表彰状を受け取った只見小 遠藤
教頭（中左）と朝日小 菅家教頭（中右）

▲放水を行う消防団員（成法寺）

▲主張を発表した児童・生徒と標語入賞者の皆さん

発　表　題　名 学　　校 氏　名

「オークランドとの交流を通して」 只見小学校６年 酒井　　麗

「自然との共生～閖上での学びを通して～」 朝日小学校６年 斎藤　有紗

「只見町の未来について考える事を通して」 明和小学校６年 矢沢　実優

「相手を思いやる心」 只見中学校１年 宇野　日陽

「地球温暖化を考える～海洋教育を通して～」 只見中学校２年 梁取　健志

「生徒会活動を通して学んだこと」 只見中学校３年 橋川　綾乃

「私を変えた出会い」 只見高等学校１年 梁取　ゆず

「心の健康のために」 只見高等学校２年 吉津　沙優

「世界平和とは。」 只見高等学校２年 吉津　優河

第31回青少年健全育成標語入賞作品（敬称略） 第34回青少年健全育成主張大会発表題名・発表者（敬称略）
部門 賞　名 標　　　　　語 学校・地区 氏　名

小
学
生
の
部

優秀賞 悪い事　ダメだと言える　強い意思 朝日小学校６年 増田　　司
佳　作 「大丈夫？」　その一言で　いい笑顔 只見小学校５年 五十嵐悠陽
佳　作 あいさつで　笑顔あふれる　地域の輪 明和小学校６年 大竹　蓮斗
佳　作 「ありがとう」　その一言で　笑顔さく 朝日小学校５年 渡部　仁奈

中
学
生
の
部

優秀賞 メディアより　言葉で伝える　ありがとう 只見中学校１年 岩佐　乃杏
佳　作 感じよう　ラインより目を見て話す　友情を 只見中学校１年 渡部　美空
佳　作 スマホより　きっと大切　言葉の力 只見中学校１年 梁取ななこ
佳　作 ありがとう　素直に言える　その気持ち 只見中学校３年 馬場　滉大

高
校
生
の
部

優秀賞 あいさつで　広がる繋がる　地域の輪 只見高等学校１年 平野　創士
佳　作 今日の日を　一番楽しむ　僕がいる 只見高等学校１年 小菅　岳人
佳　作 あいさつで　つながれつながれ　人と人 只見高等学校１年 酒井　香苗
佳　作 優しさに　触れて広がる　絆の輪 只見高等学校１年 目黒　正也

一
般
の
部

優秀賞 只見町　自然と人が　ONE TEAM 小　　林 星　　嘉人
佳　作 叱る前　五秒かけて　深呼吸 福　　井 渡部　直江
佳　作 朝送り　夕に迎える　安堵感 蒲　　生 田中ケイ子
佳　作 消せないよ　いじわるな一言　やめようね 梁　　取 山内美代子
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